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6　月　の　税　金

町　県　民　税（1期分）　納　期　6月17日（月）－7月1日（月）

こ　の　社　会　　　あ　な　た　の　税　が　　　生　き　て　い　る

諜
細
川
訓
退

出
怯
雪
l
馬
〃
豊

最
近
は
宅
地
の
詣
要
地
な
ど
か
ら
、
か
け
地
の
近
く
や
山
林
を
開
発

達
成
し
て
、
家
を
建
て
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
所
で

の
砂
採
取
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
人
家
や
賎
作
物
な
ど
へ
の
影
響
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
梅
雨
期
を
迎
え
ま
す
が
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
で
地
盤
が

ゆ
る
み
、
か
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
最
悪

の
事
態
に
は
人
命
を
も
奪
い
か
ね
ま
せ
ん
。

皆
様
の
尊
い
財
産
を
守
る
た
め
に
も
今
一
度
雨
期
前
に
見
廻
り
毒
し

て
、
危
険
箇
所
に
は
割
前
に
防
護
館
を
梅
じ
て
大
部
に
至
ら
ぬ
よ
う
心

か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

□
簡
単
な
防
災
措
置
□

⑤
水
路
を
掃
除
す
る
。

⑪
雨
水
な
ど
を
か
け
に
流
さ
な
い
よ
う
に
水
路
を
作
る
。

⑤
風
で
地
盤
を
ゆ
き
ぶ
る
大
木
を
切
る
。

◎
不
安
定
な
土
塊
を
と
り
去
る
。

③
木
や
板
の
柵
や
石
積
を
す
る
。

③
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
か
け
を
覆
い
雨
水
の
浸
透
を
防
ぐ

◎
現
在
あ
る
防
止
構
造
物
の
異
常
は
修
理
補
強
す
る
。

土
砂
災
害
防
止
月
間

6
月
1
日
～
如
日
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印 鑑 窒 録

印鑑登録は、本町に居住し、住民基本台帳法により記録されている人、または、外国人登録法により登録を

受けている人は、1人1個に限り登録を受けることができます。（15歳未満の者及び禁治産者を除く。）

①　新記登録

印　　　　　　　鑑　　i　　　保　　　証　　　人

o大きさ－1辺の長さ8g置以上2着郵

以下の正方形におさまるもの。

。氏名、または氏名の一部を組合せ

たもの。（制限あり）

oき損、ま減、ふちか無い、ゴム製

などの印鑑はだめです。

。登録する印鑑詩参の密。

①運転免許証または、官公署の発行

した写真貼付の身分証明書を提示

のときは、保証人不要。

④上記の提示なきときは、本町にお
いて印鑑登録を受けている者が登

録印を相和して保証する。

照　会・そ　の　他

ヽ一一一一ヽ

－
保証人が無いときは、文書により
郵送にて照会を行いますので、回答
番を期限までに本人が提出する（保
険証など持参の蔀）。回答なきとき

⑨保証人が無いときは右による。）は由話の取消となる

o大きさ、その他は上記と同じ。

：慧謹上参の事o

①本町において印鑑登録を受けてい

る者が登録印を押印して保証し、

右による。

（D保請人が無いときも右による。

保証人の有無にかかわらず郵送に

て文沓照会を行いますので、回答書

を期限までに提出する。（保証人が

ないときは、保険証など持参の再）

期限までに回答が無い場合は、申

請の取消となります。

※以上の手続完了後（申請の取消を除く）に「印鑑登録証」を交付します。

⑧　登録済印鑑の変更・登録柾亡失など

上記①新規登録と同じ方法により手続をする。（印鑑変更のときは登録証持参）

③　登録済印鑑の廃止

窓口にて届出を行う。（印鑑登録証を返納する）

④　印鑑登録柾明書を必要とするとき

「印鑑登録証」を提示して申請する。（登録済印鑑不要）

代理者が申請のときは、代理者の認印も必要です。

◎　詳細は、住民課住民係におたずねください。

登
録
す
る
と
き

本
人
が
窓
口
で

登
録
す
る
と
き

代
理
人
が
窓
口
で

郡
内
火
災
・
救
急
件
数

（
一
月
か
ら
四
月
末
ま
で
）

火
災
が
発
生
す
る
原
因
の
殆
ん
と
は
、
火

を
使
用
す
る
と
き
の
ミ
ス
が
大
半
で
す
が
、

ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
と
き
、
「
急
に
体
の

具
合
が
悉
く
な
っ
た
」
三
度
が
ひ
き
つ
け

を
超
し
た
」
な
ど
で
思
わ
す
火
の
始
末
を
忘

れ
る
、
始
末
が
出
来
な
い
な
ど
不
可
抗
力
に

近
い
時
も
火
災
は
発
生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
と
き
安
全
殿
器
で
あ
れ
は
昨
故
や
火
災
の

発
生
を
院
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
「

つ
い
」
「
う
っ
か
り
」
な
ど
の
と
き
も
役
に

立
ち
ま
す
。
火
の
用
心
は
注
憩
す
る
だ
け
で

な
く
、
も
し
失
敗
し
た
と
き
も
火
災
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

L
P
ガ
ス
用

安
全
機
器
を
使

い
ま
し
ょ
う
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塩坤牽聾灘灘濃艶謹畿

ああ無情の雨
町民ハ　イ　キ　ン　グ

5月19日、ときおり雨の降る申、第

7回町民ハイキングが擬されました。

参力調者は雨の成徳で約30名ほどでした

が、みんな雨に負けないで元気いっぱ

い馬頭岳ハイキングコースを回ってい

ました。

続
演
悉
貝
町
文
学
散
歩

西
川
を
遡
る
Ⅲ

島
津
橋
の
岸
に
楠
の
大
樹
が
そ
び
え
、
碧

薬
が
美
し
く
水
に
映
え
る
。
こ
の
あ
た
り
は

川
幅
も
広
く
、
ゆ
る
や
か
な
流
れ
が
周
囲
の

黒
色
孝
和
ま
し
て
く
れ
る
。

島
津
の
古
墳
の
丘
も
、
雑
木
の
若
菜
が
あ

ざ
や
か
な
色
と
光
を
空
に
浮
か
は
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
こ
と
は
「
高
瀬

日
記
」
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

1
こ
こ
を
き
し
の
ぼ
り
て
、
ま
た
三
筋
に

な
か
る
る
用
あ
り
。
先
島
津
よ
り
南
に
あ
た

り
て
広
渡
村
あ
り
。
こ
の
村
よ
り
姓
に
そ
ひ

て
な
か
る
る
は
よ
し
は
ら
川
と
い
ふ
。

そ
の
右
に
凍
る
る
は
別
府
む
ら
の
内
な
る
花

園
の
前
よ
り
末
寺
む
ら
の
西
を
め
ぐ
り
て
、

此
碧
秘
村
い
つ
。
足
を
西
川
と
い
ふ
。
今
ひ

と
つ
は
、
花
園
の
前
よ
り
わ
か
れ
て
木
守
村

の
中
を
流
れ
て
手
間
川
と
な
り
て
こ
こ
に
い

つ
。
此
三
筋
の
川
隻
に
ひ
と
っ
に
な
り
て
、

島
津
村
の
前
に
い
た
る
。
I

三
つ
の
流
れ
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
少
し

北
に
、
も
一
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
そ
の
上
流

は
尾
崎
の
方
か
ら
の
水
を
あ
つ
め
て
く
る
前

川
で
あ
る
。
河
口
堰
の
工
塙
で
立
派
な
水
門

が
出
来
て
、
こ
の
川
の
水
は
塩
水
と
合
流
す

る
こ
と
な
く
、
田
圃
を
う
る
お
し
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。

西
川
を
遡
る
前
に
、
前
川
を
遡
っ
て
み
よ

う。
水
門
か
ら
少
し
の
は
る
と
、
「
い
し
ば
し
」

と
書
か
れ
た
橋
が
あ
る
。
普
石
橋
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
若
松
の
人
た
ち
が
畑
づ
く
り
に
精

出
し
て
い
る
、
初
夏
の
風
が
道
草
を
な
び
か

せ
、
川
岸
の
霞
の
菜
を
ふ
る
わ
し
て
い
る
。

住
吉
宮
の
一
の
鳥
居
が
通
の
端
に
立
っ
て

明
る
い
光
の
中
に
風
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
る
。

そ
の
下
を
過
ぎ
る
と
住
吉
橘
で
、
広
漠
か

ら
来
る
昔
か
ら
の
道
が
、
道
官
方
面
か
ら
の

道
と
一
緒
に
な
っ
て
こ
こ
に
く
る
。
更
に
進

む
と
も
う
一
つ
住
吉
橘
で
あ
る
。
こ
の
道
は

子
ど
も
会
連
合
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た

昔
の
芦
屋
鉄
道
が
通
っ
て
い
て
、
鬼
注
釈
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
。
無
人
駅
だ
っ
た
が
、
芦
屋

へ
の
ゆ
き
き
に
は
便
利
な
も
の
だ
っ
た
。
汽

缶
の
割
り
に
太
く
長
い
煙
突
の
軽
便
が
「
ピ

イ
ー
」
と
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
通
す
ぎ
た
頃
が

思
い
出
さ
れ
る
。

次
の
橋
は
鬼
津
橋
で
、
自
問
小
学
校
の
方

四
月
二
十
七
日
（
土
）
と
二
十
八
日
（
日
）

玄
海
少
年
自
然
の
家
で
、
各
地
区
子
と
も
会

役
員
の
宿
泊
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
子
と
も
会
連
合
会
の

結
成
を
目
的
と
し
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
集
い
や

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
通
し
て
、
子
と
も
達
の

親
交
を
深
め
、
な
こ
や
か
な
雰
囲
気
の
内
に

初
代
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
　
長
　
近
藤
英
樹
（
別
府
子
と
も
会
）

副
会
長
　
仲
庭
俊
治
（
緑
光
苑
子
と
も
会
）

〝
∴
稲
宮
津
哉
（
斯
町
子
と
も
会
）

〝
　
大
石
浩
史
（
虫
生
洋
子
と
も
会
）

密
　
語
青
木
理
恵
（
東
和
苑
子
と
も
会
）

〃
　
吉
永
　
寧
（
広
波
子
と
も
会
）

子
と
も
会
連
合
会
と
は
、
各
地
区
子
と
も

会
の
連
合
体
で
、
各
地
区
子
と
も
会
相
互
の

交
流
を
図
り
、
ど
の
よ
－
つ
に
子
と
も
遠
の
手

で
運
営
す
る
か
な
ど
を
話
し
合
い
、
実
践
す

る
組
織
で
す
。
役
員
は
、
各
地
区
子
と
も
会

の
会
長
の
中
か
ら
互
選
で
決
め
ま
す
。

か
ら
来
た
通
で
あ
る
。

人
家
の
方
に
つ
つ
く
道
の
端
に
、

の
咲
き
盛
る
中
に
碑
が
立
っ
て
い
る
。
背
こ

の
あ
た
り
で
溺
死
し
た
大
老
と
む
ら
う
も
の

だ
と
聞
く
。

中
藤
根
橋
を
渡
り
な
が
ら
、
よ
く
ハ
エ
の

釣
れ
た
昔
の
前
川
の
こ
と
が
ふ
と
頭
を
よ
ぎ

る
。
も
う
一
つ
の
正
膳
橘
と
い
う
同
じ
よ
う

な
橋
、
こ
こ
は
去
年
の
秋
鮭
が
の
は
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
（
片
山
花
組
史
）



第504号　　　　　　　　　　　　　　　公㊨鍔の彿（4）

▽　▽　▽　▽

寮主揚時
禅僧所　聞

理経戦端強

昨年の水泳教室

マ
　
マ
　
さ
　
ん

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▽
期
　
間
　
7
月
8
日
か
ら
8
月
2
6
日
ま
で

第
三
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

の
毎
週
月
曜
日
（
八
回
）

ュ
0
時
～
1
2
時

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

遠
賀
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

千
円
（
入
国
分
）

虫
生
津
　
完
山
泰
子

曲
（
2
9
3
）
2
6
6
6

次
の
日
程
で
、
第
三
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
の
卓
球
（
個
人
）
競
技

と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
、
軟
式
テ
ニ
ス
競
技
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
。

み
な
ぎ
ん
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご

協

力

く

だ

さ

い

体
力
・
運
動
能
力
田
査
員

（
壮
年
体
力
テ
ス
ト
）
募
集

文
部
省
の
依
頼
に
よ
る
壮
年
体
力
テ
ス
ト

を
本
町
で
行
い
ま
す
。
こ
の
テ
ス
ト
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
体
力
・
運
動
能
力
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
7
月
7
日
（
日
）

9
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
中
学
校
体
育
館

▽
費
人
員
・
男
性
綿
践
～
3
5
歳
。
男

篤
議
～
4
4
歳
・
男
性
4
5

線
～
4
7
歳
・
女
性
4
8
哉
～

5
0
歳
・
5
4
歳
～
5
6
践
そ
れ

ぞ
れ
三
名
つ
つ
計
十
五
名
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
課
体
育
係

（
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）
　
＄
（
2
9

3
）
5
4
3
4
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
設
の
教
室

水
　
泳
　
教
　
室

団
扇
東
国
回
田

も
う
す
ぐ
水
の
季
節
で
す
。
今
年
も
町
内

三
小
学
校
別
に
水
泳
教
室
を
開
き
ま
す
。

今
回
は
特
に
初
心
者
を
対
象
に
し
た
教
室

です。
▽
日
　
梧
　
o
島
田
小
学
磁
区
　
1
月
6
日

1
日
、
1
3
日

o
浅
木
小
学
校
区
　
7
月
ュ
4
日

約
日
、
2
1
日

o
広
渡
小
学
稜
区
　
1
月
2
7
日

2
8
日
、
8
月
3
日

▽
時
　
間
・
土
曜
日
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

・
日
曜
日
n
時
～
1
2
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
各
小
学
校
プ
ー
ル

▽
対
　
象
　
小
学
一
年
⊥
ハ
年
の
初
心
者

顔
を
つ
け
ら
れ
な
い
、
溶
け
な

い
、
息
つ
ぎ
が
で
き
な
い
な
ど

▽
参
加
料
　
六
十
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
）

▽
指
導
北
壁
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

▽
そ
の
他
申
込
者
は
身
体
に
異
常
や
病
気

が
な
い
者
に
限
る
。
水
着
、
タ

オ
ル
、
水
泳
帽
子
持
客
の
こ
と

▽
申
込
締
切
日
　
6
月
5
0
日
（
日
）

▽
申
込
先
社
会
教
育
課
体
育
係
（
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
内
）
　
禽
（
2

9
3
）
5
4
3
4

卓
球
（
個
人
）
競
技

▽
日
　
時
　
6
月
鑓
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

競
技
開
始
　
9
時
如
分

▽
場
　
所
広
渡
小
学
校
体
育
館

▽
穂
　
日
・
男
子
・
女
子
。
初
心
者

（
男
・
女
）
。
少
年
（
男
・

女
）
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

▽
日
　
時
　
6
月
2
3
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

議
蘭
始
　
9
時
5
0
分

▽
勘
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
種
　
目
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
A
級
、
B
級

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ

ル
ス
A
級
、
B
級

軟
式
デ
ー
一
ス
競
技

▽
日
　
時
　
6
月
0
0
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

競
技
開
始
　
9
時
5
0
分

▽
揚
　
所
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
種
目
　
二
股
男
子
（
高
校
生
以
上
）

÷
紺
安
子
（
高
校
生
以
上
）

。
マ
マ
さ
ん

∧
三
競
技
と
も
∨

▽
申
込
締
切
日
　
6
月
1
7
日
（
月
）

▽
申
込
先
社
会
馨
諜
体
育
係
（
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
内
∴
＄
（
2
9

3
）
5
4
3
4

交
通
共
済
組
合
の
　
　
　
（
上
別
府
）
が
総
連
薫
貴
会
か
ら
讐

ん
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
を
改
還
し
ま
す

候
補
者
に
つ
い
て
異
議
の
あ
る
組
合
員
は

北
九
州
市
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合
（
交
　
六
月
二
十
九
日
ま
で
に
文
書
で
管
理
者
に
串

通
共
済
組
合
）
の
遠
賀
町
総
代
候
補
著
と
L
 
L
出
て
く
だ
さ
い
。

て
西
村
信
夫
氏
（
英
）
と
ー
（
絃
松
五
郎
氏
　
　
　
　
選
挙
管
理
者
　
役
場
福
祉
課
長

一
日
一
円
で
最
高
百
万
円
の
見
舞
金

交
通
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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婦
人
学
級
を
開
設

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る

婦
人
の
役
割
に
つ
い
て
学
習
す
る
昭
和
六
十

年
度
の
婦
人
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

今
年
は
国
際
婦
人
年
の
最
後
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
婦
人
の
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間
　
6
月
～
昭
和
6
1
年
3
月
ま
で
毎

月
第
四
水
曜
日
の
十
回
コ
ー
ス

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
2
時

▽
場
所
中
央
公
民
館

▽
申
込
締
切
日
　
6
月
2
0
日
（
木
）

▽
申
込
先
教
書
零
貝
会
社
会
教
育
課

禽
（
2
9
3
）
1
3
5
5

な
お
、
開
請
式
を
6
月
2
6
日
（
水
）
の
9

時
5
0
分
か
ら
行
い
ま
す
。

県
老
人
居
室
亜
価
資
金

貸

付

事

業

福
岡
県
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
人
と
現
に

団
居
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
が
老
人
の
た
め
の
専
用
居
室
を

増
築
ま
た
は
改
築
す
る
場
合
に
、
必
要
な
整

備
資
金
の
貸
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

▽
貸
対
限
度
額
　
百
万
円

▽
利
　
息
　
隼
三
部

▽
償
諒
闇
　
十
年
以
内

▽
申
込
期
限
　
1
月
2
0
日
（
土
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
福
祉
課
福
祉
係

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ
ど
う
ぞ
。

心
身
障
害
児

巡
回
教
育
相
談

心
身
障
筈
児
の
就
学
指
導
を
適
正
か
つ
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
に
、
保
詣
著
を
対
象
と

し
て
馨
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
　
時
　
7
月
2
5
日
（
木
）
、
2
6
日
（
金
）

両
日
と
も
9
時
5
0
分
～

▽
勘
　
所
　
八
幡
総
合
庁
舎
第
二
会
議
室

▽
対
∴
衷
　
心
蓮
見
を
持
つ
保
護
者
で

相
談
を
希
望
す
る
者
。

▽
相
談
内
容
・
日
常
の
家
庭
生
活
で
因
っ
て

い
る
問
題

・
入
学
に
関
す
る
問
題

・
孟
快
の
精
神
発
達
、
発
育
障

害
に
関
す
る
問
題
な
ど

▽
申
込
締
切
日
　
6
月
2
5
日
（
火
）

▽
申
込
先
響
賓
会
学
務
諜

皆
さ
ん
お
い
で
く
だ
さ
い

郷
土
文
化
研
究
会

六
月
の
例
会

郷
土
文
化
研
究
会
で
は
、
六
月
の
例

会
と
し
て
、
次
の
発
表
会
を
行
い
ま
す

会
員
以
外
の
方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
6
月
1
5
日
（
土
）

13時50分－

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
　
容
　
筑
紫
逼
記
の
研
究

発
表
者
　
片
山
花
御
史

田

“
有
段
を
目
指
し
て
〇
一

出
題
　
九
段
　
武
宮
　
正
樹

自
失
コ
ウ
　
4
手
書
で

●
ヒ
ン
ト
　
　
隅
の
死
活
の
格
言
を

思い出して・・・・・・

3
分
で
2
纏
　
1
分
で
有
履
書

田
鶴
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
・
・
五
手
目
の
拾
駒
、
発

見
で
き
ま
す
か
。

1
0
分
で
2
纏
、
5
分
で
初
段

持
関
　
金
線
香

第
一
回
遠
賀
町

▽
日
　
時
　
6
月
5
0
日

（日）

9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
野
球
部
会

▽
協
　
偶
　
遠
賀
町
体
育
協
会

▽
参
加
資
格
　
1
8
歳
以
上

▽
そ
の
他
　
弁
当
持
参
の
こ
と

▽
間
合
先
新
町
　
井
口
敏
光

澄
（
2
9
3
）
5
4
ュ
0

紅
白
に
分
か
れ
て
時
間
が
あ
る
だ
け
試
合

を
続
け
ま
す
。
参
加
喬
聖
者
は
当
日
会
場
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

繭
福
岡
県
保
母
試
験

▽
試
験
日
　
8
月
6
日
～
8
日

▽
一
攫
買
付
　
6
月
1
7
日
－
2
2
日

要
綱
、
願
霞
目
は
役
場
福
祉
係
に
あ
り
ま
す

む
し
歯
予
防
教
室

遠
賀
歯
科
医
師
会
で
は
、
む
し
歯
予
防
教

室
を
開
き
ま
す
。

▽
日
　
時
　
6
月
1
6
日
（
日
）

日
時
～
1
4
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
歯
科
医
師
会
館
（
水
巻
町

吉
田
・
遠
賀
保
健
所
横
）

▽
内
　
容
　
正
し
い
歯
の
み
が
き
方
、
フ
ッ

素
浅
口
、
籍
検
診
、
む
し
歯

の
な
り
や
す
さ
テ
ス
ト
、
小
児

歯
科
、
矯
正
相
談
コ
ー
ナ
ー
。

一
一
一
一
－
一
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

掴
温
む
－
）
S
≠
強
d
′
油
∞
S
諒
津
d
u

一
（
寓
慈
覚
濃
喰
）
　
∞
－
淑
単
∴
　
N
日
出
．

調
川
越
野
．
包
封
′
－
川
や
．
包
訝
．
－

圏
瑚
叫
べ
ヾ
世
話
さ
。

人
種
蓉
）
　
老
母
青
嶋
沸
○
　
∞
≠
皿
【
H
N
＝

韻
d
群
を
小
山
べ
十
等
′
小
さ
毒
ヽ
ヽ
小

龍
へ
∞
小
姓
馬
単
へ
目
≠
ベ
4
0
　
丼
S
〇
五

ゆ
き
等
掌
d
－
惟
濡
湛
「
時
十
〇
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艇
凝
董
衝
薫
蒸
高
鷲

離
鰭
爛
鰯

演
編
縄
感

▽
期
　
日
　
6
月
ュ
7
日
（
月
）

▽
時
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分
の
聞

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
　
生
後
三
～
六
カ
月
児

▽
持
参
愚
　
母
子
宝
慮

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
な
ど
の
測
定

艶
食
な
ど
の
相
談

▽
料
金
無
料

▽
期
　
日
　
6
月
お
目
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
　
所
　
役
掲
保
健
室

子
宮
ガ
ン
の
あ
ら
ま
し
㈹

折
尾
田
中
産
婦
人
科
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

ガ
ン
が
い
よ
い
よ
死
亡
率
第
一

位
に
の
し
上
が
っ
て
き
ま
し
た
が

子
宮
ガ
ン
か
ら
婦
人
を
守
る
に
は

ど
う
し
た
ち
ょ
い
の
で
し
ょ
う
か

ハ
イ
。
人
体
に
は
約
四
十
四
の
ガ
ン
の

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
ガ
ン
の
予
防
、
早
期

発
見
、
治
療
の
体
制
が
作
ら
れ
、
一
番
よ
い

治
療
成
績
を
上
げ
て
い
る
の
は
↓
吉
日
ガ
ン
で

す
。
婦
人
の
努
力
と
熱
意
に
よ
り
、
子
宮
ガ

ン
を
制
圧
で
き
る
の
も
遠
い
将
来
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

何
歳
か
ら
子
宮
ガ
ン
検
珍
を
受

け
ね
は
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ガ
ン
は
大
体
老
人
に
多
い
病
気
で
す
が
、

子
宮
ガ
ン
は
独
得
の
ガ
ン
で
、
病
因
は
既
に

若
い
時
代
に
め
は
え
て
い
ま
す
。
婦
人
を
子

宮
ガ
ン
か
ら
致
っ
に
は
、
三
十
蔑
位
か
ら
検

診
と
予
防
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
予
防
法
が
あ
り
ま
す
か

ハ
イ
。
伝
染
病
に
お
け
る
予
防
注
射
の
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
発
ガ
ン
し
や
す
い

環
境
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
つ
つ
く
）
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6
月
2
7
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
ュ
0
分
－
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
一
撃
（
カ
月
～
一
哉
八
カ
月
児

（
昭
和
5
8
年
1
0
月
～
1
2
月
生
）

▽
内
容
身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
・
歯
科
）

▽
持
穆
品
　
種
子
手
帳
、
検
診
票

▽
料
金
　
無
料

⑰
㊥
㊥
㊥

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
目
セ
キ
・
破
傷
風
）

▽
接
頭
日
　
6
月
約
日
（
金
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
ュ
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
所
由
夫
公
民
館

問
診
票
は
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
に
印

鑑
を
詩
鬱
の
う
え
保
健
衛
生
係
に
申
込
み
を

し
て
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
本
　
脳
　
炎

▽
期
　
間
　
6
月
2
9
日
（
土
）
ま
で

予
防
接
種
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
四
月
二

十
五
日
号
の
八
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
を
と
る
と
昼
間
運
動
を
し
な
い

の
で
、
夜
の
寝
つ
き
が
悪
く
な
り
が

ち
。
特
に
寝
た
ぎ
り
に
な
る
と
、
昼

間
に
寝
る
こ
と
が
多
い
の
で
〝
夜
眠

れ
な
い
ん
と
訴
え
る
方
が
多
い
よ
う

で
す
。
お
年
寄
り
に
は
眠
れ
ぬ
夜
は

こ
と
の
ほ
か
長
く
感
じ
ら
れ
、
と
り

残
さ
れ
た
よ
う
な
寂
し
さ
を
味
わ
う

こ
と
が
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
年

寄
り
が
安
眠
で
き
ろ
よ
う
に
、
手
助

け
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

気
詩
ち
ょ
い
眠
り
に
誘
う
に
は
次

の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

（
足
浴
の
方
法
と
順
序
）

小
　
ひ
ざ
の
下
に
、
二
つ
折
り
に
し

だ
座
芸
と
ん
、
あ
る
い
は
畳
ん
だ
毛

布
な
ど
を
入
れ
て
足
を
支
え
る
。

㈲
∴
洗
面
器
に
、
お
風
呂
の
湯
よ
り

少
し
ぬ
る
め
の
湯
を
入
れ
る
。

㈲
　
赦
芸
と
ん
の
上
に
ピ
ー
一
－
ル
、

そ
の
上
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
重
ね
て
敷

き
、
洗
面
器
を
置
い
て
足
先
を
つ
け

る。

①
温
か
い
飲
み
物
を
飲
ま
せ
る

圏

牛
乳
や
番
茶
な
ど
刺
激
の
少
な
い

飲
み
物
を
、
量
を
あ
ま
り
多
く
せ
ず
、

温
め
て
飲
ま
せ
ま
す
。
頭
に
上
っ
て

い
た
血
液
が
胃
の
ほ
う
に
集
ま
っ
て

く
る
た
め
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
雑
念

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
、

気
語
ら
よ
く
眠
り
に
つ
け
ま
す
。

②
足
浴
を
さ
せ
る

く
る
ぶ
し
か
ら
先
の
部
分
を
洗
面

器
の
湯
に
つ
け
ろ
足
浴
は
、
血
行
を

よ
く
す
る
の
で
、
眠
り
を
誘
う
の
に

役
立
ち
ま
す
。

ま
す
。
背
中
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
背

中
が
病
む
と
き
、
咳
こ
む
と
き
、
背

中
に
床
ず
れ
が
で
き
か
か
っ
だ
と
き

な
ど
に
も
効
果
的
で
す
。

（
背
中
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は

次
の
順
序
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

㈲
　
両
方
の
手
の
ひ
ら
で
、
背
骨
に

沿
っ
て
肩
ま
で
な
で
上
げ
ろ
。

㈲
　
肩
肘
骨
の
と
こ
ろ
か
ら
、
外
に

向
か
っ
て
大
き
く
円
を
描
く
よ
う
に

指
先
で
な
で
る
（
イ
ラ
ス
ト
④
参
照
）
。

㈲
∴
も
う
一
度
両
手
を
肩
に
置
き
腰

に
向
か
っ
て
背
骨
に
沿
い
、
し
っ
か

り
と
　
（
あ
ま
り
強
く
な
く
）
　
長
く
な

気
持
ち
よ
い
眠
り
を

誘
う
た
め
に

㈲
∴
ふ
く
ら
は
ぎ
を
手
の
ひ
ら
で
大

き
く
つ
か
み
、
な
で
る
、
ゆ
す
る
を

繰
り
返
し
て
数
回
も
む
。

④
想
い
タ
オ
ル
を
当
て
る

㈲
　
汚
れ
の
た
ま
り
や
す
い
指
の
間
、

涼
で
い
る
と
固
く
ガ
サ
ガ
サ
し
て
く

る
か
か
と
や
足
の
亮
を
念
入
り
に
洗

う
。
足
の
裏
は
、
小
タ
オ
ル
を
固
く

ま
る
め
て
こ
す
る
と
よ
い
。

㈲
　
洗
い
終
あ
っ
た
ら
、
タ
オ
ル
で

指
の
問
ま
で
完
全
に
水
気
を
ふ
き
と

る
。
足
先
、
指
の
間
に
パ
ウ
ダ
ー
を

ふ
っ
で
よ
く
乾
か
す
。

③
背
中
、
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

血
行
が
よ
く
な
り
、
気
分
が
さ
っ

ぱ
り
す
る
の
で
寝
つ
き
や
す
く
な
り

で
お
ろ
し
、
お
尻
の
所
で
自
然
に
力

を
抜
く
（
イ
ラ
ス
ト
㊥
参
照
）
。

（
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は

次
の
順
序
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

㈲
　
手
の
ひ
ら
で
足
先
か
ら
ひ
ざ
に

向
か
っ
て
大
き
く
な
で
ろ
。

㈲
　
両
方
の
手
の
ひ
ら
で
つ
か
み
こ

び
よ
う
に
し
て
、
足
先
か
ら
ひ
ざ
に

向
か
っ
て
移
動
す
る
。

㈲
　
向
こ
う
す
ね
の
骨
の
外
側
を
、

親
指
を
使
っ
て
円
を
描
く
よ
う
に

足
先
か
ら
ひ
ざ
に
向
か
っ
て
も
み
あ

げる。

背
中
や
首
す
じ
な
ど
に
、
熱
い
湯

で
絞
っ
た
タ
オ
ル
を
当
て
て
温
め
ま

す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
ど
の
効
果
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
気
分

が
よ
く
な
り
眠
り
に
誘
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。

⑤
刺
激
の
少
な
い
音
楽
を
流
す

子
守
り
歌
の
よ
う
な
、
単
調
な
ゆ

っ
く
り
し
た
音
楽
は
眠
気
を
催
さ
せ

る
も
の
。
た
だ
し
、
音
楽
に
は
個
人

の
好
み
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
を
考

慮
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。



棚の遭蹟調整嘩指事養下

日 �曙 �行　事　内　容1時　間1難会場i担当係名 ����目的や主な対象など �詳　細 

（ 29 �（ 土 �日本脳炎予防接穂i各区院の診察時間内i髄衛生係 ����3歳以上の希望者 � 

17 �月 �乳　児　相　中30－10車醜電車縫係 ����生後3－6カ朋　幸一ジ 

18 �火 �家庭教　育　学級（D �9：30－（中央公民館 ��社会教育係 �懇談繋警　l 

20 �木 �寿　　　大　　　学　② �10；00－ �中央公民錦上会締係 ��霊擬等予定　I 

21 �金 �愛　　の　　献　　血 � �役場玄醐巨祉係 ��擬解離諾直写 
21 （ 27 �金 （ 木 �言種鷺予粥18‥30－17：0峰保翳i保健衛生係 ����印鑑持参のこと � 

22 �土 �子ども会役員学習会　③ �14：30－・ �中央公離l社会教育係 ��鶉籍予定1 

23 �i 日 �卓　球　競　技19：00－　商学欝中吉係 ����申込緋6月17日　トーン 
バドミントン競技19：00一　層卑体育係 ���� �4ページ 

24 �月 �窓前。警）合同相談 �13：00－16車蹄別館I福祉係 ���欝擦寵寵雪祭l 

25 �火 �妊　婦　相　談巨0－　車軸 ���保健衛生係 �妊産婦 �6ペーiジ 

26 �水 �婦　人　学　級【9：30－ ��中央公輔車会教育係 ��婦人学級生 開講式 �5ページ 

27 �木 �1歳6カ月児検診車0－14：00 ��中央公輔車雛係 �� � 

28 �金 i �民生児亜委員会i9：30－i第2会謹上祉係 ����12時終了予定 � 園芸教室③i9：30一　世公輔i社会教育係 ����園芸教室生 11時30分終了予定 � 

三罷混合予防中3：10－14中央公民館上位衛生係 ���� � 

29 30 �土 日 �子とも縛覇会④巨0一　機嗣社会教育係 ����」子ども全役員 � 

30 �日 �軟式テニス競中‥00－　麿禁i体育係 ���� �4ページ 

暑　中　見　舞　ハ　カ　キ　　6月15日発売．／　三種類　一枚40円
縦軸は遠賀Iii郵便局へ　㊨（293）0042

▽
表
彰
の
種
別
と
運
転
継
続
年
数

○
福
岡
県
公
安
委
員
会
優
良
自
動
車
運
転

者
表
彰
（
金
串
十
五
年
、
銀
章
十
年
）

＝
金
串
・
十
五
年
以
上
気
疎
故
、
無
違

反
で
緑
十
字
銅
撃
を
受
賞
し
、
聾
受

賞
後
五
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

銀
革
・
十
年
以
上
無
事
故
、
無
違
反
で

あ
る
こ
と
。

○
諸
家
本
部
長
・
福
岡
県
安
全
協
会
長
連

名
に
よ
る
表
彰
（
緑
十
字
聾
）
＝
十

年
以
上
無
密
殺
、
無
違
反
で
、
銀
革
を

受
賞
し
て
い
る
こ
と
。

○
管
内
暫
薬
局
長
・
九
州
交
通
安
全
協
会

長
連
名
に
よ
る
表
彰
＝
十
五
年
以
上
無

疎
放
、
無
違
反
で
線
土
子
聾
と
金
串

を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
。

▽
申
込
締
切
日
　
6
月
2
9
日
（
土
）

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
折

尾
警
察
署
交
通
総
務
係
穆
（
6
9
1
）
0
3

3
1
へ
ど
う
ぞ
。



産⑬潜心が第364号

uクレジット社会〝を上手に生きる

い
ま
や
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど

と
と
も
に
〝
ク
レ
ジ
ッ
ト
王
国
〟
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
利
用
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
同
時
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
年
々
増
え

て
お
り
、
な
か
で
も
一
度
に
複
数
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
利
用
し
て
、
そ
の
結
果
、
返
済
で
き

な
く
な
る
人
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
多
重
・
多
額

債
務
者
が
急
減
し
て
い
ま
す
。
裁
判
所
に
自

己
破
産
の
申
し
立
て
を
す
る
人
も
年
々
増
え
、

昭
和
五
十
八
年
は
前
年
の
六
倍
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
そ
の
場
で
現
金
を
使
わ

ず
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
る
と

い
う
便
利
な
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い

つ
か
は
代
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
、
く
れ
ぐ
れ
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

上
手
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
、
便
利
な

生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
ま
ず
正
し
い
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
知
識
を
得
て
、
契
約
に
強
く
な
る

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
は

二
つ
に
分
け
ら

れ
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
、
月
賦

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
語
に

直
す
と
「
消
噴
者
信
用
L
 
I
渦
強

者
を
信
用
し
て
お
金
を
融
通
し
、
支

払
を
繰
り
延
べ
ろ
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
大
き
く
分
け
る
と
、

次
の
二
つ
に
な
り
ま
す
。

▽
販
売
信
用
・
商
品
を
先
に
受
け
取

っ
て
後
で
代
金
を
払
っ
た
り
、
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
免
に
受
け
、
代
金
は
後
で

返
済
す
る
　
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

など）

▽
消
費
者
金
融
‥
金
銭
が
借
り
ら
れ
、

後
で
返
済
す
る
　
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
ロ

ー
ン
な
ど
）

こ
れ
ら
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
す

る
だ
め
に
は
業
者
と
の
間
で
契
約
書

を
交
わ
し
ま
す
。

契
約
は
内
容
を

確
か
め
縄
持
し
て

か
ら
サ
イ
ン
を

月
賦
で
商
品
を
買
っ
た
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
つ
く
る
と
き
な
ど

契
約
書
に
サ
イ
ン
を
し
ま
す
が
、
契

約
内
容
を
よ
く
確
か
め
て
い
ま
す
か
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
契
約
を
す
る
場
合

は
次
の
点
を
よ
く
確
認
し
、
納
得
し

て
か
ら
契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
○

①
取
引
条
件
の
表
示
＝
現
金
価
格
、

手
数
料
率
・
手
数
料
、
割
賦
価
格
、

代
金
支
払
方
法
・
時
期
、
商
品
引
渡

時
期
な
ど
が
奮
い
で
あ
り
ま
す
か
。

②
取
引
会
社
・
商
品
の
表
示
＝
販
売

会
社
名
・
住
所
、
販
売
員
名
、
契
約
・

申
込
年
月
日
、
商
品
名
お
よ
び
そ
の

型
式
ま
た
は
種
類
、
数
量
な
ど
が
も

れ
な
く
記
載
し
て
あ
り
ま
す
か
。

◇
　
　
　
　
　
◇

こ
れ
ら
の
記
載
事
項
を
確
認
し
た

ら
、
必
ず
契
約
書
の
控
え
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
と
き
な
ど
は
証
拠
と

し
て
役
立
ち
ま
す
。

契
約
と
は
、
当
事
者
間
の
約
束
事

で
す
。
内
容
に
納
得
が
い
か
な
い
よ

う
な
場
合
は
、
無
理
に
サ
イ
ン
を
し

た
り
、
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。



第364号虚ののめ彿

〝
ク
レ
ジ
ッ
ト
社
会
〃
を
上
手
に
生
き
る

あ
な
た
に
と
っ
て

本
当
に
必
要
な

カ
ー
ド
で
す
か

ー
三
一
三
三
－
－
【
一
－
－
－
二
三
三
≡
－
一
三
－
－
－
－
≡
≡
≡
一
三
三
三
－
－
三
三
二
三
－
三
二
≡
－
三
三
三
三
三
二
三
三
三
二
三
－
≡
一

ク
レ
ジ
ッ
ト
力
士
ド
は

魔
法
の
カ
ー
ド
で
は
あ
り
ま
せ
ん

日
本
で
初
め
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
が
登
場
し
た
の
は
昭
和
三
十
五
年
。

そ
の
後
、
二
十
五
年
間
に
カ
ー
ド
は

約
五
千
七
百
万
枚
発
行
さ
れ
、
い
ま

で
は
成
人
二
人
に
一
人
は
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
こ
の
よ
う

に
普
及
し
た
背
景
と
し
て
は
、
何
と

い
っ
て
も
カ
ー
ド
の
持
つ
「
便
利
さ
」

が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
一
例
を

あ
げ
て
み
ま
す
と
、

①
現
金
が
な
く
て
も
、
サ
イ
ン
ひ

と
つ
で
買
物
が
で
き
ろ
　
（
支
払
手

段
と
し
て
の
機
能
）

②
支
払
い
が
翌
月
一
括
払
い
や
割

賦
払
い
に
で
き
る
　
（
信
用
供
与
の

機能）
③
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
現
金
が

借
り
ら
れ
る
　
（
現
金
調
達
機
能
）

④
ホ
テ
ル
や
映
画
な
ど
の
代
金
割

引
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
　
（
サ

－
ビ
ス
提
供
機
能
）

な
ど
で
す
。◇
　

　

　

　

◇

し
か
し
、
便
利
さ
に
お
ぼ
れ
る
と

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
払
い
が
後
に
な
る
と
い
っ
て
、
気

軽
に
使
い
過
ぎ
る
と
、
あ
と
で
ツ
ケ

が
回
っ
て
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
支
払
薬
務
が
な
く

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
払

い
が
後
に
な
る
だ
け
の
も
の
で
す
。

決
し
て
〝
魔
法
の
カ
ー
ド
〟
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

利
用
す
る
と
き
は
、
自
分
の
返
済

能
力
を
考
え
な
が
ら
上
手
に
使
い
た

い
も
の
で
す
。

＼
℃

現
在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
だ

れ
で
も
簡
単
に
つ
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
業
界
は
新
規
入
会
者

の
確
保
に
懸
命
で
、
こ
の
た
め
入
会

基
準
も
か
な
り
ゆ
る
く
し
て
お
り
、

年
齢
的
に
は
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば

入
会
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
本
当
に
必
要
な
の

か
ど
う
か
を
よ
く
考
え
て
か
ら
、
カ

ー
ド
を
作
る
よ
う
に
し
だ
い
も
の
で

す。

目
的
に
合
っ
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
上
手
に
利

用
す
る
に
は
、
ま
ず
カ
ー
ド
の
種
類

と
利
用
条
件
な
ど
を
知
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
例
え
ば
、
加
入
条
件
は
も
と
よ
り

割
賦
払
い
に
し
た
と
さ
の
手
数
料
や

年
会
噴
、
紛
失
・
盗
難
保
険
の
範
囲
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、

旅
行
、
ホ
テ
ル
、
催
し
物
な
ど
の
利

用
条
件
の
違
い
な
ど
を
知
り
、
自
分

の
目
的
に
合
っ
た
カ
ー
ド
を
選
ぶ
こ

と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
カ
ー
ド
を
持
っ
た
ら
次
の

こ
と
に
十
分
注
志
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
つ
の
目
安
と
し
て
、
月
々
の
支

払
い
が
月
収
の
二
割
を
超
え
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

▽
支
払
い
は
一
括
払
い
か
、
短
期
間

の
返
済
に
す
る
の
が
安
全
。
期
間

が
長
く
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
金
利

が
か
さ
み
、
負
担
が
増
え
ま
す
。

▽
カ
ー
ド
利
用
明
細
書
と
銀
行
口
座

と
の
照
合
を
必
ず
行
い
、
月
々
の

支
払
い
額
を
確
課
し
ま
し
ょ
う
。

▽
カ
ー
ド
は
現
金
と
同
じ
価
値
が
あ

り
ま
す
。
落
と
し
た
り
す
る
と
、

悪
用
さ
れ
ろ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
管
理
は
十
分
に
気
を
つ
け
ま

し

ょ

う

o

▽
宗
族
で
カ
ー
ド
を
何
故
も
拾
っ
て

い
る
と
き
は
、
必
ず
だ
れ
か
一
人

が
全
体
を
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。


